
  

■第８回羽山台空家対策プロジェクト会議を開催しました！ 

 

平成 30 年 6 月 12 日（火）、第 8 回羽山台空家対策プロジェクト会議を竹の原公民館にて

開催し、次の内容について協議しました。 

 

【協議事項等】 

○ローカルルールづくりについて 

 →大津市（杉谷自治会）の取り組みの紹介 

○空家対策進捗状況について 

○所有者の特定方法について 

○補助事業の募集開始のお知らせ 

 ・大牟田市民間空家等利活用促進事業 

 ・大牟田市将来の空家予防推進事業 

【報告】 

○広報おおむた(6/1号)空家特集記事について 

○地主からの相談対応について 

 

                 

 

■次回第 9 回羽山台空家対策プロジェクトは、平成 30 年 7 月 13日（金）13:30 開催予定。 

 

 

【編集後記】 

 広報おおむた 6月 1日号に、空家特集として「羽山台空家対策プロジェクト」の記事が掲

載されました。このホームページ「羽山台空家対策プロジェクトだより」だけでなく、広報

誌に掲載されたことで、羽山台の取り組みが広く市民の方に認知され、空家所有者の当事者

意識の醸成に結びつくことを期待しています。 

 今年度、羽山台空家対策プロジェクトでは、「空家・空地対策遂行基準」に則して、空家の

所有者に積極的に意向確認を行い、アドバイスや解決策の検討を行う予定です。しかし、な

かなか所有者に辿り着けないのが現状です。地域のメンバーが歩き回って隣近所の方に尋ね

ても「関東方面に引っ越されたと思う」「息子さんが県外に居られるのでは」など、なかなか

所有者の特定には至らず…。 

 



 また、今回の会議で意見があった課税情報についても、空家特措法では市町村内部の利用

に限られ、不動産登記簿情報も最新の情報とは限りません。 

 まずは、地域と行政が連携した空家所有者の特定方法に関する研究を行い、地域における

空家対策を推進していきます。〈Ｔ〉 

 

※今回の「羽山台空家対策プロジェクトだより」から、文字のサイズを 10.5 ポイントから

12ポイントに拡大し、高齢者の方にも読み易くしました。市民目線で分かりやすく読み易い

紙面を目指します！ 


